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1. はじめに 

近年、コンピュータ及びインターネット技術の普及に伴

い、コンピュータを用いた外国語の学習システムが開発さ

れ、人々が学習支援システムにより外国語を学習すること

が容易になった。中国語においては、日本の小学校で学ぶ

必修漢字（約 1600 字）に着目し、日本人による中国語学

習のために「日中漢字データベース」の開発が行われてき

た[1]。他にも、日本語と中国語の意味差異を対象としたエ

ージェント指向の漢字学習システムについても研究が行わ

れてきた[2]。さらに、発音の学習については、非ネイティ

ブ話者のための中国語有気音と無気音を識別する方法と特

徴量の事後確率に基づいたスコアリング方法などの研究が

行われた[3]。 

本研究では、日本人にとって間違いやすい同形異義語に

着目した中国語学習システムを提案する．本システムでは、

各漢字の子音と母音の発音を学び、ユーザが学習した後に

音声認識を用いてユーザの発音を評価する。その際、音声

認識で認識された単語のピンイン情報をユーザに提示し、

間違って認識された場合に、この認識された単語のピンイ

ン情報を見て学習する。また、音声の高さの情報（中国語

の韻律情報）を Wavesurfer で可視化したものを提示する。

さらに、システムから提示された文章の翻訳課題を行うこ

とで、ユーザが同形異義語を学習することができる。 

2. 提案システム 

2.1 日中漢字の同形異義語のデータベース 

これまでにも日中漢字のデータベースは作成されてきた。

しかし、日中の漢字の中には、同じ漢字が中国語にも日本

語にも使われているが、その中に表記が同じであっても意

味が異なる漢字がたくさんあり、従来のデータベースでは

これらについて十分に検討されていなかった。 

本研究では、これらの漢字を対象にデータベースを作成

した。具体的には、文献[4]を用いて日中の漢字の同形異義

語の中からよく使われ、よく誤解しやすい 100 個の漢字を

まとめ、データベースを作成した。そして、中国語の各漢

字に特定なピンインがあり、ピンインなどにより発音が変

わるため、本システムでは、同形異義語を対象とした漢字

のピンイン音声とピンインの子音と母音の情報をデータベ

ースに登録してある。これらの音声情報で発音の学習がで

きる。提案システムを図 1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 音声認識を用いた発音評価 

本システムでは、音声認識技術により同形異義語の発音

を学習する。日中漢字の同形異義語のデータベースをもと

にユーザが学習したい同形異義語を検索でき、ピンインな

どの音声情報と音声の高さなどの韻律情報が表示されて学

習する。これらを学習した後に、ユーザは音声認識の技術

により直接自分で発音の正しさを確認することができる。

音声認識には、baidu voice recoginition API [5]を用いた。そ

の後、認識された単語の情報をユーザに表示するので、音

声認識の結果が間違った場合に、認識された単語ピンイン

を見て、発音の違いを知ることができる。 

2.3 単語に着目した翻訳評価 

提案システムで発音の学習をした後に、同形異義語の意

味差を学習するために、翻訳評価の機能をシステムに実装

した。翻訳評価では、主に同形異義語の意味を学習するの

で、ユーザはシステムが用意した日中の同形異義語が入っ

た中国語の文章を日本語に訳し、システムはユーザが訳し

た日本語の文を評価する。この評価方法は、正しい日本語

の単語が日本語の文中に含まれているかどうかをチェック

する。例えば：“工作结束了”という中国語の文章があっ

て、“工作”は“仕事、ジョブ、アルバイト”の意味、

“结束了”は“終わった、完了だった、終了だった”の意

味である。訳された日本語の文中に“仕事、ジョブ、アル

バイト”と“終わった、完了だった、終了だった”などの

単語が入っているかどうかを確認することで、翻訳が正し

く行われているかどうか評価を行う。 
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図 1 日中漢字の同形異義語のデータベース 
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3. 評価実験 

3.1 実験方法 

本実験では、日本人の被験者 4 名と日本語ができる外国

人の被験者 4 名で、意味学習と発音学習の実験を行った。

意味学習については、10 種類の同形異義語を対象として、

これらの同形異義語を使った中国語の文章を日本語に訳し

てもらった。まず、被験者に学習をせずに文章の翻訳を行

ってもらう。次に、システムに登録している意味情報を学

習してもらい、もう一度文章の翻訳を行って評価した。 

発音学習については、まず 10 種類の同形異義語のピン

インを見せて三回発音をしてもらい、音声認識で評価を行

った。次に、これらの同形異義語のピンイン情報と音声の

高さなどの情報を見て学習してもらった。その後に、もう

一度三回発音して音声認識で評価した。ここで、間違って

認識された際にその単語のピンインを見て、正しい発音の

ピンインとの差を比較することで学習してもらった。 

3.2 実験結果 

8 名の被験者で実験を行った結果を表 1 と表 2 に示す。

表 1 は 10 種類の同形異義語についての実験の翻訳正答率

である。表 2 は各単語で学習前後に分けて三回発音して、

発音の評価を行った結果である。表 2にある数字は[学習前

の認識正答回数/学習後の認識正答回数]である。 

 

                表 1  意味学習結果 

被験者 学習前(%) 学習後(%) 

A(日本人) 10 80 

B(日本人) 20 90 

C(日本人) 30 80 

D(日本人) 0 70 

E(マレーシア) 80 100 

F(韓国) 30 50 

G(インドネシア) 0 20 

H(ベトナム) 50 70 

 

     表 2  発音学習結果（学習前／学習後） 

3.3 考察 

意味学習については、表 1 の結果から学習前の平均正答

率は 23%、学習後の平均正答率は 70%となった。表 1の結

果より、提案システムで学習することで翻訳の正答率が明

らかによくなっていた。同形異義語に注目した単語の学習

は文章の理解に役に立つことがわかった。そして、日本人

の被験者と日本人以外の被験者を比較すると、学習前の正

答率は日本人の被験者が低かったので、同形異義語が入っ

ている文章は日本人にとって誤解しやすいことがわかった。 

発音学習については、表 2 の結果から学習前の平均正答

率は 61%、学習後の平均正答率は 67%であった。表 2の結

果より、提案システムで学習することで若干正答率が上が

る傾向があるが、学習前後の正答率の差は小さかった。学

習前後の正答率を比較すると、正答率が上がる割合は約

21%で、正答率が下がる割合は約 13%である。また、多く

の被験者の正答率が低い単語と正答率が高い単語はほとん

ど同じであるので、発音しやすい単語と発音しにくい単語

があると考えられる。そして、“一同”の単語の発音は全

員が認識できなかった。この単語はよく似た発音の単語

“一桶”に認識された。これは音声認識で認識されにくい

単語であると考えられる。 

4. おわりに 

本研究では、日中の同形異義語を対象にデータベースを

作成し、翻訳の課題をシステムが提示することで同形異義

語を学習できるシステムを提案した。また、本システムで

は同形異義語の発音情報（ピンインや母音、子音など）と

音声の高さの情報を提示することで発音の学習を行うこと

ができ、音声認識技術を用いて発音の評価を行った。 

評価実験の結果、提案システムにより同形異義語の意味

の学習を行うことで、翻訳の正答率は学習前に比べて大き

く改善した。また、提案システムにより同形異義語の発音

の学習を行うことで、発音の正答率は学習前に比べて若干

改善した。以上の結果から、日中の同形異義語を学習する

際に、提案システムが有効であることが明らかになった。 

今後は、発音の学習方法の改善やより多くの同形異義語

に対して多くの被験者を対象に評価を行う必要がある。 
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  A B C D E F G H 

好 

 
3/3 3/3 3/3 3/3 3/3 3/3 3/3 3/3 

娘 

 
3/2 2/2 2/3 3/3 1/2 0/0 1/1 3/3 

老婆 

 

2/2 3/3 3/3 2/3 3/3 2/1 3/3 3/3 

方便 

 

3/3 3/2 0/2 2/2 3/3 1/3 3/3 1/1 

交代 

 
2/3 1/3 2/3 2/3 3/3 3/3 3/3 3/3 

一同 

 
0/0 0/0 0/0 0/0 0/0 0/0 0/0 0/0 

改行 

 
2/1 3/3 2/2 3/3 3/3 1/3 1/1 2/1 

看病 

 

0/0 2/1 0/0 0/2 3/3 0/0 2/1 0/0 

今朝 

 

3/2 3/3 3/3 1/3 3/3 2/1 2/2 2/3 

先生 

 
0/0 0/3 3/3 1/2 2/3 1/0 1/3 2/2 
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